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Report 2017」（https://startupgenome.com/report2017/）によれば、シリコンバレーには 1 万 2,700
～1 万 5,600社ものベンチャー企業が活動し、およそ 200 万人の技術労働者が次なるメジャ
ーなビジネスチャンスを窺っている。世界のユニコーン企業（企業評価額 10 億ドル以上の














重要統計指標を提示した資料として、1995年以降「Silicon Valley Index」（JVSV, various years）































































































































ー企業」（第 2 節）と「支援アクター」（第 3 節）に大別して分析する。さらに、域外・海




















































るブライアン・チェスキ （ーBrian Chesky）とジョー・ゲビア（Joe Gebbia）は美術大学（Rhode
Island School of Design）の出身である。シリコンバレーで成功する起業チームは、技術者や
MBA保持者ばかりでなく、デザイナーを含めた多様性とチームワークが重要である。
数十年の歴史を経てシリコンバレーには多くの起業家が育ち蓄積している。起業家の類








































年に急増し、その後年ごとの増減はあるものの 2017 年で投資額 192 億ドル、投資件数 73
件に上っている。しかも、ユニコーン企業は、2017 年データで、投資件数では全米の 1％
足らずでありながら、投資額では 23％を占めている。VC 投資が少数のユニコーン企業に
























企業評価額 10 億ドルに到達している。加えて、Social Finance、Stripe、Uber、Wish、Dropbox、
Slack Technologies、Credit Karma、Palantir といった企業は、5 年ほど（あるいはそれ以内）
で同様の成果を出している（CB Insights, 2017a）。これら企業をスピード競争に駆り立てる
一つの要因は VC からの圧力である。大手 VC は、数年で世界市場を席巻するくらいの成
長性のあるベンチャー企業に投資しなければならないという厳しいプレッシャーにさらさ
















VC投資額は 720億ドル）、投資先企業数は 6 万 4,380社（VC投資件数は 8,665件）であっ
た。投資先企業の発展ステージの割合としては、シード/スタートアップ 41％、アーリー
31％、エクスパンション 26％、レイト 3％である。投資先の産業セクター別では、ソフト
ウェア 25％、ヘルスケア 20％、小売り 14％、バイオテク 10％、工業/エネルギー8％、IT サ
ービス 5％、その他 18％である（以上、CVR, 2016; NVCA, 2018, p. 19）。
エンジェルの地域別の活動をみると（2016年のデータ）、エンジェル投資（件数）の地域
別分布では、カリフォルニア 30.0％、サウスイースト 12.0％、ニューヨーク 11.0％、グレ
ートレイクス 9.5％、ニューイングランド 9.4％、ミッドアトランティック 7.8％、ノースウ







出所）CVR (Center for Venture Research) Analysis Reports, Peter T. Paul College of Business and Economics,
University of New Hampshire（https://paulcollege.unh.edu/research/center-venture-research/cvr-analysis-reports）より
筆者作成。
米国のエンジェルの生態については、「Angel Capital Association（ACA）」の「The American
Angel」（2017年 11月発表）が初のまとまった調査資料である（ACA, 2017）。以下では主に
これに基づき米国のエンジェルの属性について紹介する。




・ 年齢層： 30 歳以下 1％、31～40 歳 7％、41～50 歳 16％、51～60 歳 32％、61～70 歳
30％、71～80 歳 13％、81 歳以上 1％となっており、50・60 歳台が 6 割強を占めてい
る。
・ 居住地域： カリフォルニア 17％、グレートレイクス 16.2％、サウスウエスト 15.4％、
ニューイングランド 12.8％、ミッドアトランティック 10.7％、ニューヨーク 7.5％、グ
















































































































は Googleを去り FriendFeed（ソーシャル Webアプリケーション統合サービスを提供する会
社）を立ち上げ、Facebookに買収された。ブックハイトはその後 Facebookを離れ、アクセ















2 例えば、マーク・アンドリーセン（Marc L. Andreessen）（Netscape Communications創設者、現在著
名なベンチャーキャピタリスト）によれば、ネット系企業の起業コストは 1990 年代と比べ 100 分













ラットフォームを提供した（雨宮, 2015, pp. 90-92）。
・ Amazon Web Service（AWS）のような低コストのクラウドコンピューティング・サービ
スが提供され、小企業でも大企業並みのデータセンターの活用が可能となった。AWS











（Piscione, 2013, Ch. 1）。




































及している（詳しくは、カップ・到津・マギー, 2017, 第 3 章参照）。







































































全米でも最大級の学生起業家組織である「Business Association of Stanford Entrepreneurial
Students（BASES）」が発足し、学生・院生・同窓生等のネットワーク形成と各種イベント
を実施している（ズワニエスキー, 2011; 株式会社日本インテリジェントトラスト, 2007, pp.
110-111）。
この他、スタンフォード大学の起業家育成に関する機関として、1998 年開設の「Hasso








3 世界のユニコーン 250 社の創業者あるいは共同創業者 498 人のうち 172 人が、ユニコーン輩出数
Top10 大学の卒業生だった。Top10 大学は以下の通り。1 位スタンフォード大学（ユニコーンの創
業者数 51 人。以下同様）、2 位ハーバード大学（37 人）、3 位カリフォルニア大学（25 人）、4 位イ
ンド工科大学（13 人）、5 位マサチューセッツ工科大学（10 人）、6 位ペンシルベニア大学（9
人）、7 位オックスフォード大学（8 人）、8 位テルアビブ大学（7 人）、9 位コーネル大学（6 人）、





年 11月時点までで、1,170名の起業家を受け入れ、起業した会社数は 526社（うち 42 社は






注）以下の大学・高等教育機関の学位授与数の合計：Menlo College, Cogswell Polytechnic College, University of
San Francisco, University of California (Berkeley, Davis, Santa Cruz, San Francisco), Santa Clara University, San Jose
State University, San Francisco State University, Stanford University, and Golden Gate University。2015 年以降は以
下を加えた：California State University-East Bay, International Technological University, Northwestern Polytechnic
University, Notre Dame de Namur University。
出所）「Silicon Valley Indicators」のデータ（Data>People>Talent Flows & Diversity >Total Science & Engineering
Degrees Conferred）に基づき筆者作成。
ところでシリコンバレーおよび周辺地域には、スタンフォード大学以外にもカリフォル
ニア大学バークレー校（University of California, Berkeley UC バークレー）を含む他の大
学・高等教育機関が多数あり、人材育成や地域社会との連携のための様々な活動を行って
いる。ちなみに産業界への人材育成・供給の面に限ると、シリコンバレーおよび周辺地域
の大学が授与した科学・技術系学位は、1995 年の約 9,500から 2016年の約 1 万 7,700へと
増加している（図 6）。
別の資料によると、シリコンバレーの大学における科学・技術系学位取得数のうち留学
生が占める割合は、1997～2007 年で毎年約 13％～約 18％の間で推移している（最高が、
2003 年の 18.4％、2007 年にはやや減少して 16.6％となっている）（JVSV, various years の
2010年版 p. 15）。同様の数値は、大学院生に限るとずっと高くなり、1998～2009年で毎年





























ベントで、現地のコミュニティづくりに貢献する（櫛田, 2016, pp. 187-195）。
（2）研究機関
シリコンバレーおよび周辺地域には、大学の他に、ゼロックス・パロアルト研究所（Xerox
Palo Alto Research Center: PARC）、SRIインターナショナル（SRI International）、ローレン
ス・バークレー国立研究所（Lawrence Berkeley National Laboratory）といった優れた研究機
関が立地している。
このうち、特にシリコンバレーのコンピュータ産業に大きな影響を与えたのがゼロック
ス PARC（1970 年開設）である。すなわち、PARC が 1973 年に開発した「Alto」は、シリ
コンバレーでのコンピュータ関連産業勃興の源流の一つとなった。Alto は、マウスによる





は成功しなかった（Stefik & Stefik, 2004 日本語訳, p. 245-248）。しかし、Altoは、ワークス
テーションの原型として紹介されることが多く、その後、シリコンバレーでは Sun
Microsystems（1982年創設）や Silicon Graphics（1982年創設）といったワークステーショ
ン企業が成長していった。加えて、Apple のスティーブ・ジョブズが、1979 年に PARC を
訪問した際に Alto を見て感銘を受け、Macintosh の開発では GUI やマウスによる操作とい
ったアイデアを取り入れたことでも有名である。パーソナルコンピュータ（PC）のスタン
ダード形成にも大きく寄与したといえる。
































































ムである（村上・鈴木, 2017, pp. 36-37）。
















Combinator、500 Startup、Plug and Play Tech Center の三つがある。このうち、Y Combinator
は、Lisp（プログラミング言語の一種）プログラマーであり、世界で初めて ASP（application
service provider）サービスを作ったことで知られるポール・グレアム（Paul Graham）らによ
り 2005 年に設立された。ベンチャー企業に対し小額（2 万ドル前後）を投資し、3 ヵ月の
「Startup School」を通じて集中的に指導し、他の VC から投資を受けられる状態まで育成





500 Startups は、デイブ・マクルーア（Dave McClure）らにより 2010 年に設立されたアク
セラレータ兼投資ファンドである。マクルーアは、これ以前に、マイクロ VC（少額投資の
VC）のファウンダーズ・ファンド、fb ファンド（Facebook と VC2 社が運営する初期ステ
ージ企業向けファンド）、個人投資家を経験している。500 Startups は、現在では、米国以外
にも日本、韓国、東南アジア、トルコ、中南米において地域ファンドを組成し、累計 60 ヵ
国 1,900社以上のシード投資実績がある。投資先には Twilio、GrabTaxi、Credit Karma とい
ったユニコーン企業や、Viki（楽天により買収）や MakerBot（同 Stratasys）、Wildfire（同
Google）、Sunrise（同 Microsoft）といった大型 M&A による Exit に成功した企業が含まれ
る。世界中に 300 名以上のメンターと 3,000 名以上の起業家のネットワークがあり、コミ
ュニティ構築に注力している（https://500startups.jp/about-2/）。






















ンキングの基となる「Seed Accelerator Ranking Project」は Rice Universityの Yael Hochberg 教授らのチームに
より実施されている。
出所）「Seed Accelerator Ranking Project 2017 Accelerator Rankings」（http://seedrankings.com/pdf/sarp_2017_
accelerator_rankings.pdf）、スタートアップ・データベース「Crunchbase」（https://www.crunchbase.com/）、および
各アクセラレータのウェブサイトに基づき作成。
ランク アクセラレータ 設立年 本部所在地 特色・背景
AngelPad 2010 カリフォルニア州サンフランシスコ
Y Combinator 2005 カリフォルニア州マウンテンビュー
Alchemist Accelerator 2012 カリフォルニア州サンフランシスコ
Amplify.LA 2011 カリフォルニア州ロサンゼルス
MuckerLab 2011 カリフォルニア州サンタモニカ
StartX 2010 カリフォルニア州パロアルト Stanford-StartX Fund関連
Techstars 2006 コロラド州ボルダー
New Venture Challenge 1996 イリノイ州シカゴ University of Chicago関連
500 Startups 2010 カリフォルニア州マウンテンビュー
gener8tor 2012 ウィスコンシン州マディソン
HAX Accelerator 2011 （中国広東省深圳） ハードウェア、製造
Healthbox 2010 イリノイ州シカゴ ヘルスケア
IndieBio 2014 カリフォルニア州サンフランシスコ バイオ
MassChallenge 2009 マサチューセッツ州ボストン
R/GA Accelerator 2013 ニューヨーク州ニューヨーク Eコマース、IoT
SkyDeck 2012 カリフォルニア州バークレー University of California, Berkely関連
The Brandery 2010 オハイオ州シンシナティ
Capital Innovators 2011 ミズーリ州セントルイス
Dreamit 2007 ペンシルバニア州フィラデルフイア ヘルスケア、都市開発
Plug and Play Tech Center 2006 カリフォルニア州サニーベール
REach 2012 イリノイ州シカゴ 不動産
The Yield Lab 2014 ミズーリ州セントルイス
ZeroTo510 2012 テンシー州メンフィス 医療機器
Accelerprise 2012 カリフォルニア州サンフランシスコ B2B、企業ソフトウェア
AlphaLab 2008 ペンシルバニア州ピッツバーグ
Food-X 2014 ニューヨーク州ニューヨーク 農業技術、食品・飲料
Health Wildcatters 2013 テキサス州ダラス ヘルスケア
Lighthouse Labs 2013 （カナダBC州バンクーバー） 教育、IT
UpTech Accelerator 2012 ケンタッキー州コビントン







表 1は「Seed Accelerator Ranking Project」による 2017 年のアクセラレータ・ランキング
（2016年の資料に基づく）上位 30である。「設立年」では、30 中 23は 2010年以降で、ア
クセラレータが比較的最近増えてきていることが分かる。「本部所在地」としては、やはり














を行う「Powered by 型」がある。2014 年に Walt Disney のアクセラレータ・プログラムに








































図 7 シリコンバレーと海外主要国との間の VC投資の流れ（単位：百万ドル）
（a）シリコンバレーから海外への投資















出所）JVSV（various years の 2010 年版 p. 58）の図を修正。
次に、シリコンバレーにおける VC の発展経緯について述べる。シリコンバレーの VC
は、当地のエレクトロニクス産業を中心とする技術的・起業家的発展とシンクロしながら
進化した。1950 年代には、サンフランシスコ・ベイエリアには、組織化された VC はほと
んど存在しなかった。例外は、カリフォルニア初の民間資本の VC である Draper, Gaither
and Anderson（DGA）（1957年設立、パロアルト）で、軍需メーカーの Raytheonなどに出資
し始めた。DGA は、今日の VC 業界のスタンダードの基礎を定めた。VC ファンドはゼネ
ラルパートナー（GP）とリミテッドパートナー（LP）のパートナーシップとなり、ベンチ
ャーキャピタリストは GP となってファンドを管理しファンド総額の 1～2.5％の管理手数
料を受け取った。投資先企業を現金化できたとき 20～30％の成功報酬が GP に支払われ、
残りを LP が分配した。1959 年には、フランク・チェンバース（Frank Chambers）により
Continental Capital Corporation が設立され、ハイリスク・ハイリターン投資の草分けとなっ
た。さらにアーサー・ロック（Arthur Rock）は、Fairchild Semiconductor 設立の資金を募っ
たことで有名だが、1961年にサンフランシスコに移住し、トーマス・デイヴィス（Thomas
Davis）と Davis & Rockを設立し、Scientific Data Systems（科学計算機専門のコンピュータ
企業で、Xeroxに高値で買収された）への投資で成功した。ロックは、その後、Intel や Apple




Investment Company: SBIC）」5 に発展し、さらに 1970年代初頭までには「リミテッドパー
5 1958 年に連邦政府はスモールビジネス法を通過させ、中小企業投資公社を設立したい個人・組




















クライナー（Yujin Kleiner）による Kleiner & Perkins（1972年）、同じく同社卒業生のドナル
ド・バレンタイン（Donald T. Valentine）による Sequoia Capital（正確には、その前身の会社）





1980 年代初めは Apple 等のコンピュータ企業にリードされた力強い株式公開市場の存
在により、VC 業の成長が刺激された。ただしその後、ハードディスクドライブやコンピュ
ータシステムをはじめとする多くの部門への過剰投資が起こり、多くのベンチャー企業の
崩壊につながった。1980 年代には、利用可能な VC の絶対量は増加し続けたが、産業の成
熟化も進んだ。過剰投資は、多すぎる資本が少なすぎる投資先を追った結果であった。1980
年代には、メガファンドの登場とベンチャーファンドの階層化という動きもあった。













図 9 は、1990 年以降のシリコンバレーにおける VC 投資額の推移を示している。VC 投
資額が 1990 年代の末頃に急増し、2000 年にピークを迎え、IT バブル崩壊により一旦激減
しながらも、その後は増減しつつも一定の水準で推移していることが分かる。2000年以降
は、シリコンバレーとサンフランシスコにおける VC投資合計額のグラフも掲示している。
織による投資 15 万ドルに対して、最大 30 万ドルまでの政府のマッチング資金を提供することに
した。また様々な税制上の特典があった（Kenney & Florida, 2000 日本語訳, p. 77）。
27
概ね 2010 年以降、サンフランシスコでの VC投資額が急増し、年によってはシリコンバレ
ーと同等かそれ以上である。広義のシリコンバレー・ベンチャーエコシステムの中心がサ
ンフランシスコにシフトしつつあることが示唆されている。合計値でみると、ここ数年投














させられる、といったことになる（Hoffman, 2017日本語訳, pp. 109-112）。
図 8 グレーター・シリコンバレーにおけるセクター別 VC投資額シェアの推移
注）「グレーター・シリコンバレー」とは、北部カリフォルニア、ベイエリア、沿岸地域を含む。






















図 9 シリコンバレー（およびサンフランシスコ）における VC投資額の推移
出所）1990～1999 年のシリコンバレーの VC 投資額は JVSV（various years）の 2002 年版、同投資額の米国全
体のシェアは同 2009 年版、2011 年版、2012 年版による。その他は、「Silicon Valley Indicators」のデータ
（Data>Economy > Innovation & Entrepreneurship > Venture Capital Investment）に基づき筆者作成。
（2）ベンチャーキャピタル業界の再編
上述のように、従来型の VC は、当初は数千万ドル規模のファンドが成長して肥大化し、













































ンド規模は小さく（5,000 万～1 億ドルほど）、投資サイズも小ぶりである（100 万ドル以
下）。ファンドの運営者は、成功経験を持つ元起業家あるいは起業メンバー、もしくは大手
VCのスピンアウトで、投資対象は、少額で創業可能なインターネット分野が多い（ミツハ
シ, 2012; 校條, 2018）。
2000 年代に入って、VC 業界では IPO 不振に伴い低パフォーマンスの時代が続き淘汰が
生じているのとは対照的に、スーパー・エンジェル・ファンドは発展し、大手 VCから投資
案件とファンドに流れ込む資金を奪っている（マクソン, 2010）。シリコンバレーには何百











がある）を最長で 60 日間続けることができ、目標額の資金が得られれば Kickstarter はその
5％を徴収する。起業家には出費が生じない。しかも、起業家にとっては、資金の他に、製
品の発表と販促の機会が得られ、製品の改良のためのフィードバックも得られるという利
点がある。Kichstarter の資金調達額合計は、2009年 4月の設立以来、4年 10 ヵ月（2014年



























という見方もある（Piscione, 2013日本語訳, pp. 239-241）。
3.4 大企業
ベンチャー企業の成否には、既存の事業会社、特に大企業が多大な影響を与えている。











Fairchild Semiconductor である。同社は 1957 年創業の世界初の商業用集積回路メーカーで
あり、1966 年には業界第 2 位、社員 4,000人にまで成長していた。同時に 1971年までで 31
社のスピンオフ企業を生み出し、シリコンバレーのスピンオフ文化の土台を形作った。そ
の後、近年までに NASDAQ あるいはニューヨーク証券取引所に上場したものだけで、
徴」Crowd Bank Magazine、2014 年 5 月 7 日＜https://crowdbank.jp/magazine/?p=102＞を主に参考に
した）。ここで問題になるのは、株式型である。
7 厳密にいえば、JOBS Act の第 3 章で株式型クラウドファンディングについての諸規定が定められ





Fairchildの子孫（系譜上、同社の創業者・社員に遡れる企業）が 92 社、雇用者総数で 80万
人以上、企業価値総額で 2.1兆ドルに上っている。株式公開した企業に限らなければ、系譜





と M&A の取引額の推移を図 10 に示している（VC が投資した企業のみに関するデータ）。




図 10 米国における IPOと M&Aの取引額（1995～2015年）（単位：百万ドル）
注）ベンチャーキャピタルが投資した企業のみに関するデータ。
出所）NVCA（2016, p. 64, p. 68）のデータより作成。
シリコンバレー（およびサンフランシスコ）における M&A の件数は図 11 に示される。
図 11（a）によると、1992年には百数十件程度であったのが 1990 年代後半に急増し、2000
年のピーク時には 1,400件を超え、その後 2000年代は、2001年の IT バブル崩壊や 2008年




























































図 11 シリコンバレー（およびサンフランシスコ）における M&A 件数（単位：件）
（a）1992～2011年 （b）2011～2017年










バイルブログなどの技術を保有していた（雨宮, 2015, pp. 146-148）。
別の例をあげると、1984年創業の Cisco Systems は、イノベーションを素早く実現するた
めに積極的に M&A を行い、事業を拡大してきた。創業以来、近年までに 200 件以上の企
業買収を行っている。買収した企業内容の変遷は、1993～1996年は、StrataComのような高
機能スイッチのベンダーが中心であった。1997年から現在までに、GeoTel Communications、





ュリティ分野、Meraki や Jasper Technology のようなクラウド、AppyDynamics のようなアプ
リケーションパフォーマンスマネジメント分野での買収が増えている（Romans, 2016 日本
















コーポレート・ベンチャーキャピタル（corporate venture capital: CVC）とは、事業会社に
よるベンチャー企業への投資で、企業本体から直接投資する場合や、子会社をゼネラルパ
ートナーとしてファンドを設立する場合、単独もしくは少数で資金を拠出し外部の VC に
運営を任せる場合など幾つかの方法がある。CVC が追及する利益には、通常の VC のよう
な財務的リターンの他に、投資先ベンチャー企業の持つ技術やビジネスモデル、人材等の
活用による戦略的リターンがある。
米国における CVC 活動の歴史は長く、過去 3 回の大きな波があった。1回目は、1960 年
代中頃、独立系 VCの成功に続いて、Fortune500企業の 1/4が VC事業に参入した。主なプ
レーヤーは GE、DEC 等のエレクトロニクス系企業の CVCであった。1973年の IPO市場崩
壊により終焉した。2 回目は、1980年代前半に、年金制度改革による年金基金の流入で VC
市場が盛り上がったことに追随し CVC も参入した。ハイテクや医療系企業の CVC が主な
プレーヤーであった。1987 年の市場崩壊による VC 市場全体の冷え込みで頓挫した。3 回
目の波は、1990 年代にインターネット系ベンチャー企業の興隆に伴い 400 社以上の CVC
がスタートした。2000年までに大企業は VC市場で一定のシェアを占めるようになった（独
立系 VC 運用額の 15％にあたる 160億ドルを運用）。ただし、2000 年の IT バブル崩壊によ
り VC 活動全体が低落した。その後、近年になって、4 回目の CVC の波が始まっている。
その背景としては、①独立系 VC の投資余力が減じてきた、②ベンチャー企業の出口戦略
として M&A の重要性が増し、そのルートとして CVCが重視されるようになった、③大企
業がオープンイノベーションにより果敢に取り組むようになった、以上があげられる（倉
林, 2017, pp. 27-29）。
ちなみに、図 12 では、2005～2017年の米国における CVCの案件数・投資額、および VC
投資全体に占める割合を示している。案件数では、CVC が関与した案件が VC 投資案件全
体に占める割合は、概ね十数％で推移している。他方、投資額でみると、同様の割合は、
2005 年の 24％から、多少の波があるものの徐々に上昇し、2015～2017 年には 45％以上と
いう高水準に達している。
加えて、投資規模でみても、近年、CVCは一般の VC より大きくなる傾向が表れている。
例えば、2014 年第 4 四半期のデータで、全 VC の投資平均額が 1,670 万ドルであるのに対
して、CVC のみの平均投資額は 2,390 万ドルであった（CB Insights, 2015）。なお、表 2 に
は、2015年における投資件数 Top 5の CVCをあげている。
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表 2 2015年の投資件数 Top 5 の CVC





は 11～14％の間で推移している（CB Insights, 2017b）。
シリコンバレーおよび周辺地域に立地する企業の CVCで重要なものには、Intel Capital、






である。主な投資先には、Uber、Nest Labs、Slack、Foundation Medicine、Flatiron Health、
One Medical Group 等がある。
Intel Capital は、1991年創設で、現在までに最も実咳と歴史をもつ CVCの一つである。
2015 年 9 月末までに世界 57 ヵ国 1,468 社に 116 億ドルを投資しており、主な投資先は
VMware、Broadcom、Citrix、Box 等がある。企業向け IT ソリューション分野を中心に投資
している。
Cisco Investments は、1993 年から活動を開始し、全世界 11 ヵ国に 40 名超の専門家を配
置し、直接の投資先には 100 社超の企業が含まれ 20 億ドルを超える価値がある。加えて、
42 以上の VC ファンドにリミテッドパートナーとして参加している。母体である Cisco と
の戦略的シナジーを狙った投資を行い、主な投資先には VMware、MuleSoft 等がある。上述
のように、Ciscoはオープンイノベーションのため M&Aを積極的に推進してきており、同
社の CVC は買収先候補探索に貢献している（以上、三つの CVC の説明は、主に倉林, pp.
74-77に拠った）。




1 Intel Capital DataRobot、Savioke、Chargifi、LISNR
2 Google Ventures ARMO BioSciences、PINDROP、Toast、Udacity
3 Qualcomm Ventures Housejoy、MindTickle、Attune Technologies、CloudFlare
4 Salesforce Ventures BloomReach、FinanceFox、MapAnything、CARTO
5 GE Ventures APX Labs、Omni-ID、Morphisec、Omada
36
ラジルにオフィスを構え、グローバルに活動している（Romans, 2016日本語訳, pp. 103-104）。
最後に紹介するのは、iFund である。2008 年設立で、Apple の支援の下、VC の Kleiner
Perkins Caufield & Byers（KPCB）（カリフォルニア州メロンパーク）によって運営されてい
る。Appleのプラットフォームに依拠した技術・製品開発に取り組むベンチャー企業に出資

















シリコンバレーの人口は、1997年の 230 万人から徐々に増加し、2010年に 300万人に達
し、その後 2017年までほぼ一定である。図 13 は、1996～2017年までの同地域の人口移動
の推移を示している。それによれば、シリコンバレーへの海外からの移民の数（純増）は、








年にはシリコンバレーの人口の 8割ほどが白人で占められていたが（JVSV, various years の
2002 年版 p. 9）、図 14 に見られるように、1993 年には 6 割ほど、2003 年と 2017 年では 4
割を切っている。これに代わって増加したのが、アジア系とヒスパニック系で、2017年に
は、各々、33％と 26％である（ただし、図 14 の 1993・2003年と 2017年の人種・民族分類
37
は微妙に異なっており、厳密な対比は出来ない）。
2017年における外国生まれの人口（全人口 307万人の 37.8％）の内訳は、メキシコ 18％、
その他の米州 9％、中国 17％、インド 13％、フィリピン 11％、ベトナム 11％、その他のア
ジア 12％、欧州 8％、アフリカ＆オセアニア 3％である（JVSV, various years の 2018年版 p.
6）。産業セクター別の外国生まれ従業員の比率は、コンピュータ＆計算機器で 66.0％、建
築＆エンジニアリングで 60.7％、自然科学で 44.8％、医療＆健康サービスで 45.2％、金融
サービスで 41.8％、その他で 42.1％、全体で 45.8％とかなりの高水準である（16 歳超、2016
年のサンタクララ郡・サンマテオ郡の数値。JVSV, various years の 2018年版 p. 15）。
図 13 シリコンバレーの人口移動（単位：人）
注）ここで「シリコンバレー」とは、カリフォルニア州サンタクララ郡とサンマテオ郡を指す。
出所）「Silicon Valley Indicators」のデータ（Data > People > Talent Flows & Diversity > Foreign and Domestic
Migration)より作成。
図 14 シリコンバレーにおける人口の人種・民族構成の変遷
出所）1993 年と 2003 年のデータは、JVSV（various years の 2005 年版 p. 6）、2017 年は同（2018 年版 p. 6）よ
































































































ピーホン・チェン（Pehong Chen）、Yahooのジェリー・ヤン（Jerry Yang）、Kiva Software の
ケン・リム（Keng Lim）、Juniper Networks のプラディープ・シンドゥ（Pradeep Sindhu）、
YouTubeのスティーブ・チェン（Steve Chen）である。彼らは、互いに支援し合い、次世代
の移民起業家を励ました。ある調査では、2007年には、シリコンバレーで移民（アジア系
以外も含む）が設立したベンチャー企業の割合は 52.4％であったという（Piscione, 2013, Ch.
4）。
移民起業家の中でもとりわけインド系の存在感が大きい。例えば、シリコンバレーで 2006
～2012 年に設立された外国人創業者がいる IT 企業のうち 32.0％がインドで、中国と英国
がそれぞれ 5.4％、日本が 4.8％であったという（宮地, 2016, pp. 51-52）。
次に集団組織化について言及すると、インド系では、シリコンバレー・インド専門家協
会（SIPA 1991 年設立）、ザ・インダス・アントレプレナー（TiE 1992 年設立）がある。
とりわけ TiE は、南アジア系起業家に資金調達、メンター、戦略パートナー、出口戦略に
いたる幅広い支援獲得の機会を提供することが目的である（Piscione, 2013, Ch. 4）。2015年
時点で、会員はシリコンバレー近辺で数千人規模に達し、全世界では約 1 万 4,000 人、約
20 ヵ国に支部がある。加えて、インド最高峰の工科大学である「インド工科大学（IIT）」







































イヤーネットワークを有効に管理する能力に帰されるといえよう。8 表 3 には掲載されて
ないが、完成品の組立・製造は台湾の電子機器受託製造サービス（electronics manufacturing
service: EMS）企業である鴻海精密工業（Foxconn）が請け負っている。
8 iPhone の販売収益分配の内訳は、Apple が 58.8％、Apple 以外の米国企業 2.4％、EU 企業 1.1％、






















オーディオアンプ IC Circuit Logic（米）
音声符号化 IC Circuit Logic（米）
プリント配線基板 イビデン（日）、Oriental Printed Circuits（香港）
電池 ソニー（日）、Tianjin Linshen Battery（中国）
カメラレンズ LARGAN（台）、GSEO（台）
コネクタ Foxlink（台）
出所）「世界のスマートフォンを支える日本の部品メーカー」『InfoComモバイル通信 T&S』2013 年 5 月号（通















実装技術（surface mount technology : SMT）が多用されるようになり、SMT 生産ライン構築
41
のために契約製造業は資本集約的ビジネスへと変貌していった。これを背景に、シリコン
バレーでは Flextronics や Solectronといった契約製造業メーカーが成長し、単なる下請けの
域を脱し、EMS 業界のけん引役となっていく（Saxenian, 2000b）。ただし、この分野でも、





新に繋がるものであった。例えば、システムメーカーの HP は、当時キーパーツである IC
（半導体集積回路）の自製のため生産ラインを有しており、IC設計専門企業のウェイテク
にファウンドリ・サービスを提供した。HPのワークステーションにはウェイテクの超高速









は、主にロジック系の用途特定 IC〔ASIC/ASSP〕、およびシステム LSI で普及している）。
この後者の分業体制で台湾の新興 IC 企業が台頭していき、今日では世界的な存在感を示し


























促され、産学連携が活発化した。（Piscione, 2013日本語訳, pp. 105-106）。
②連邦政府の政府購買を通しての支援
・ 1950年代後半から 60 年代前半にかけてのシリコン・トランジスタの主な市場は、空軍
の航空電子工学システムやミサイル誘導制御システムだった。

















































































































・ シリコンバレーの VC は、当地のエレクトロニクス産業を中心とする技術的・起業家的発展とシンクロしな
がら進化： 1950 年代にはごく少数の VC のみ。→ 1960 年代・70 年代半ばまでに VC の数が急増。→
1980年代は、Apple等の成長に刺激され VC業も発展、メガファンドの登場。しかし、コンピュータ関連産
業の成熟化と過剰投資により挫折。→ 1990 年代半ば以降はインターネット商業化に伴い「ドットコム企


























周辺地域の主な CVC として、Intel Capital、Google Ventures、Qualcomm Ventures、Salesforce Ventures、
Cisco Investments、Appleの iFund等がある。
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・ ルール作りを通しての支援： キャピタルゲイン最高税率引き下げ、年金基金の VC ファンド投資への規
制緩和など。
・ 連邦政府の政府購買を通しての支援： 軍用エレクトロニクスの調達等。
・ 研究開発への関与と資金提供を通しての支援： 大学への研究助成金、インターネット構築、SBIR プログ
ラム等。
出所）筆者整理。
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